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思わない）で尋ねた。看護実践能力は看護実践能力自己評価尺度 Clinical nursing 
competence self-assessment scale（CNCSS）を用いた。看護実践能力に影響する要因を検
討するために、CNCSSを目的変数として単回帰分析を行い、関係性が明らかとなった項目を
説明変数として重回帰分析（ステップワイズ法）を行った。 
 
結 果 
看護実践能力に影響する要因を検討した結果、職場に明確なビジョンがあること、休暇
が取得しやすいことが、CNCSSの4概念に関する「看護の基本に関する実践能力」「健康レ
ベルに対応した援助の展開能力」「ケアの環境とチーム体制の調整能力」「看護実践の中
で研鑽する能力」の向上に影響することが示された。また、年齢と職場の人間関係が良好
であることが「看護の基本に関する実践能力」、通算経験年数と取得資格を活用している
ことが「健康レベルに対応した援助の展開能力」「ケアの環境とチーム体制の調整能力」「看
護実践の中で研鑽する能力」の向上に影響していた。 
 
考 察 
職場のビジョンが明確で、休暇が取得しやすく、人間関係が良好な職場環境は、労働環
境として満足度が高く、看護実践能力の獲得に繋がっていることが示唆された。また、臨
床経験を積み重ね、取得した資格を活用している看護師は、専門的な知識や技術を看護実
践と結びつけ、自らの成長を実感しながら自己研鑽を重ねていることが推察された。看護
師として単に経験を重ねるだけでなく、経験をどのように意味づけ、次の看護実践へ繋げ
ていくのかが看護実践能力向上の鍵となると考えられた。看護実践能力を獲得し向上させ
ていくためには、基礎教育では看護経験を振り返る基礎的な思考力を養い、継続教育では
実践知を見出すためにリフレクション能力を養いながら、主体的に成長し続けられる看護
師を育成していくことが必要である。 
 
結 論 
職場環境として職場に明確なビジョンがある、休暇が取得しやすい、人間関係が良好で
あること、看護師として経験を積み重ね、取得した資格を活用していることが、看護実践
能力の獲得に寄与することが明らかとなった。本研究により、看護実践能力の向上を促進
するためには、職場満足を高めるための環境調整や取得資格を活用できるためのサポート、
看護実践での経験を意味づける能力を育成していく必要性が示唆された。 
 
